
● 世界の主な火山活動 
 
平成 25年（2013年）２月に噴火したと報告された主な火山（日本を除く）は下図のとおりである。 

 
ストロンボリ（イタリア）（図中Ａ） 

８日から 17日にかけて溶岩の流出を伴う噴火が断続的に発生した。最初の溶岩流は８日の朝から始

まり、島の北西斜面を流下し始めた。11日午後には３つの溶岩流が北西斜面上部で確認された。これら

の３つの溶岩流は最大で数百メートル流下し、12日の午後まで流出が続いた。火口北西部からは赤熱し

た岩石が噴出し、数時間後の 14日午後遅くに活動は弱まった。その後も溶岩の流出は断続的に発生し

たが、17日早朝には溶岩流を伴う噴火活動は終息し、ストロンボリ式噴火へと移行した。 

 

 

 

 

（以上、米国スミソニアン自然史博物館のＧＶＰ（Global Volcanism Program）による。日付は全て現地時間。火山名

の読み方は、原則として気象庁：「火山観測指針（参考編）」による。） 
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